
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

救急外来受入体制強化～診察室の拡大整備～ 
 

新型コロナウイルス感染症の発生以後、救急診療時、特に発熱患者さんの診察には十分な感染  

対策が必要です。具体的には救急搬送依頼の患者さんの初療時は、診察スタッフが手袋、N95 マス

ク、キャップ、エプロン、フェイスシールドの個人用防護具を着用、詳細な病歴聴取、採血や画像

などの評価により防護解除を行うか検討しつつ診断治療を進めています。初療室は急変に備え十分

な処置スペースと救急カートなどの備品が必要ですが、先日まで処置対応ができる初療室が１つし

かなく発熱患者さん対応中は他の救急診察をかけ持ちしない原則もあり、1 名の救急患者さんを  

受け入れると他の患者さんの受入れが出来ない状況でした。 

 今回一般診察室の１つを拡大整備し２か所目の初療室として 10 月 4

日から運用を開始しました。これにより処置スペースが確保され２人目

の救急患者さんも診察スタッフが対応可能であれば診療可能となりま

した。引き続き十分な感染対策の下救急不応需を減らすべく救急診療に

取組んでいきたいと考えております。 
 

 

診療科の紹介～皮膚科～ 
  
 

【診療体制】 
常勤医師 1 名で、外来は月曜日から金曜日の午前中毎日行っております。病状やご都合に合わせ

た電話予約制を取っておりますので、今後もご紹介を宜しくお願い申し上げます。 
 

【診療内容】 
帯状疱疹では、入院で抗ウイルス剤の点滴を行っています。アレルギー疾患では、パッチテスト

を行っています。アトピー性皮膚炎では、採血によるアレルゲンの検索を行い、環境整備やスキン

ケアを指導し、プロアクティブな外用療法を行っています。尋常性乾癬や掌蹠膿疱症などでは、  

ステロイドや活性型 VitD3 製剤の外用、ナローバンド UVB 療法を行っています。水疱症では抗体  

検査を行い、早期にステロイドの内服を開始し、重症化を防いでいます。地域の医療機関と連携し、

より良い医療を提供できるように診療してまいります。今後も宜しくお願い申し上げます。 
 

【診療スタッフ】 
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分山 英子（わけやま えいこ） 

 部長 平成元年卒 
 

［主な所属学会及び取得資格］ 
日本皮膚科学会専門医  臨床研修指導医    難病指定医 
日本皮膚科学会     日本アレルギー学会  日本皮膚免疫アレルギー学会 
 



骨密度計測を積極的に行っています 
 

 装置名： GE ヘルスケア・ジャパン株式会社製 X 線骨密度測定装置 Prodigy Advance－C 

 

 骨の健康を知る上で、重要な手がかりとなるのが 

骨密度測定です。骨密度測定とは、X 線を使用して 

骨中のミネラル成分（カルシウム・マグネシウム等） 

の量を計測することです。ミネラル成分が減少（骨

の中がスカスカな状態）すると骨がもろくなり骨折

しやすくなります。 

 骨密度測定検査をすることによって、骨粗鬆症の 

診断・経過観察、骨折リスクの評価が可能となり、 

現在の骨の健康状態を知ることができるのです。 

 

 当院では、DXA 法にて腰椎と股関節の骨密度を測定しています。DXA 法は、被ばく量が極めて  

少なく、また短い検査時間（約 10～15 分）で高精度な測定が出来るのが特徴で、骨粗鬆症の予防

と治療ガイドラインで推奨されている検査法です。（骨密度測定結果 図１・図２参照） 

 閉経後の女性や運動不足の人、常習喫煙者、過度のアルコール摂取者、内分泌系の病気・糖尿病・

関節リウマチの病気・ステロイド薬治療を受けている人、転倒など軽い衝撃で骨折を起こしたこと

がある人などは、一度検査することをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

検査依頼については、医療支援センターに電話予約をお願いいたします。 

（TEL:0120-100-446 直通） 

診療情報提供書（骨密度検査依頼用）などは、当院ホームページの 

「地域医療連携（トップページ中央左側のボタンから）」に掲載しています。 

図１ 図 2 

２ 

 

TEL:0120-100-446


休診・不在のお知らせ（11 月） 
  

 
 
令和 2年 6月より、土曜休診とさせていただいております。 

令和 3年 10月 1日から形成外科が毎週水曜日休診しています。 

 

医師不在のため、下記の期間休診となります。 

ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いいたします。 

 

＜休診日＞ 

診療科 医師名 休診日 

眼科 永戸 天 11/29 

 

＜不在日＞ 

診療科 医師名 不在日 

整形外科 宮房 玲奈 11/1～11/5 

整形外科 新井 貴之 11/5 

消化器内科 岸 昌廣 11/5 

腎臓内科 今村 克郎 11/11 

歯科口腔外科 藤田 弥千 11/12 

緩和ケア内科 小早川 晶 11/16 

外科 鴻江 俊治 11/30 

 

ご不明な点などございましたら、下記までご連絡頂ければ幸いです。      

令和 3年 11月 1日 

 

田川市立病院 医療支援センター TEL：０１２０－１００－４４６ 
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田川市立病院　外来担当医表（医師別） 外来受付時間：午前8時30分～11時

◎新患・再来　　○新患　　●再来 令和3年11月1日現在

科 専門分野 医師名 職名 月 火 水 木 金

循環器 桑田　孝一 副院長

細川　和也（水） 非常勤 ●
木下　聡子（金） ●
宮本　太郎（木） ○
井上　航之祐（金） ○
塚原　慧太（火） ○
瀬戸山　航史（水） ◎

腎臓・透析 大仲　正太郎 部長 ○ ● ●腹膜透析外来

吉田　健 医長 ●腹膜透析外来 ○ ●

今村　克郎 医員 ● ●腹膜透析外来 ○

遠矢　遥 医員

北村　博雅(木) ○（第1・3）
相原　成志（木） ○（第2・4・5）

消化器 岸　昌廣 部長 ○ ●

平塚　裕晃 医長 ● ○

児嶋　宏晃 医員 ● ○

土居　雅宗（火） ○
永山　林太郎（ERCP）

非常勤医師 ○

糖尿病 池田　喜彦(第4水) 名誉院長 ●第4

佐藤　直市（火） ●
横溝　久（月・水） ● ○
藤原　寛子（金） ●第1・3・4午後
新城　明仁（金） ●

内分泌 井林　雄太（水） ●
肝臓 徳松　誠(火) ◎

青柳　知美（月） ●
福元　尚子（水）

田中　栄蔵（水）

川波　敏則 部長

赤池　幸歌 医員 ● ○予約
緩和ケア 小早川　晶 副院長 ◎（予約午後） ◎（予約午後）

鈴山　裕貴 医長

岡﨑　裕子 医員 ○ ●

吉田　圭希 医員 ○ ●

奥津　翔太（金） 非常勤 ○

馬場　晴久 部長 ◎ ◎ ◎

金政　光 医長 ◎ ◎

武森　渉 医員 ●（午後）

春日井　悠 医員

田中　孝明 医員

腎臓 岩屋　友香（水） ●（第4午後）
血液・免疫 大賀　正一（水） ●（第1午後）
血液・腫瘍 古賀　友紀（水） ●（第3午後）
神経 非常勤医師（金） ●（第1・3午後）

循環器 山村　健一郎（月） ●（第2午後）

鴻江　俊治 管理者 ◎乳腺外来

松隈　哲人 病院長 ◎ ◎ ◎

高橋　郁雄 副院長 ◎ ◎

丸山　晴司 部長 ◎ ◎

藤中　良彦 部長 ◎ ◎

呼吸器外科 非常勤医師（火） ◎（第2・4）
血管外科 非常勤医師（木） ◎（第2・4）

久枝　啓史 部長 ◎ ◎ ◎ ◎

新井　貴之 医長 ◎ ◎ ◎

櫻井　立太 医長 ◎ ◎

木下　英士 医員 ◎ ◎

宮房　玲奈 医員 ◎ ◎

原田　知（火） ◎
川口　健悟（木） ◎

形成外科 柳澤　明宏 部長 ◎ ◎ ◎ ◎

皮膚科 分山　英子 部長 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

森　直樹 部長 ◎ ◎ ◎ ◎

青柳　力夫（月） 非常勤 ◎
非常勤医師 非常勤 ◎

藤田　拓司 部長 産科 婦●/●（午後）

椎名　隆次 部長 婦● 婦○ 産科

吉田　祥子 医長 産科 婦● 婦○

瓜生　泰恵 医員 婦● 婦○ 産科

永戸　天 部長 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

園田　康平（手術応援）

塩瀬　聡美（火） ◎
下川　翔太郎（水）

森　賢一郎(水）

耳鼻咽喉科 産業医科大学(火・金) 非常勤 ◎ ◎午後

荒木　建三 医長

小山　稔（月） 非常勤 ●疼痛

歯科 天野　裕治 部長 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

口腔外科 藤田　弥千 部長 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

泌尿器科

婦○

総合診療科

内科

外科

整形外科

小児科

非常勤

◎予約

田川市立病院　医療連携室　TEL:0120-100-446

非常勤

非常勤

神経

眼科

産婦人科

◎

麻酔科

非常勤

非常勤

呼吸器

非常勤

非常勤

九大

産大

九大

福大筑紫

九

大

九

大

九

大

九大

九大

九大

福大病院

福大


